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令和８ 年２ 月２ ６ 日 

事 業 主  殿 

 

全国設計事務所健康保険組合 

 

委託健診機関における胃部内視鏡検査取扱いの変更について 

 
 

謹啓 春寒の候、 益々ご清栄のこ と と お喜び申し 上げます。  

当組合の運営につき まし ては、 日頃より 格別のご協力を賜り 厚く 御礼申し 上げます。  

 さ て、 令和８ 年４ 月受診分から の委託健診機関における、 内視鏡検査の取扱いにつき まし て、 下記

のと おり 変更と なり ますのでご案内いたし ます。  

 お手数ですが、 事務担当者及び被保険者・ 被扶養者各位にご周知いただき ますよう 、 よろ し く お願

い申し 上げます。  

謹白 
 

記 

 ● 変更内容 

令和８ 年４ 月委託健診機関受診分より 胃部内視鏡検査の取扱いは下記のと おり と なり ます。  

 

内視鏡検査対象者：５０歳以上で当該年度の年齢が偶数年齢時は無料にて胃部Ⅹ線検査から内視鏡 

検査に変更が可能（２年に１回） 

 （５０、５２、５４、５６、５８、６０、６２、６４、６６、６８、７０、７２、７４歳時は無料） 

  ※ 上記以外の年齢の方で、 内視鏡検査を希望する場合は、 検査費用を ご自身で負担いただけれ

ば検査は可能です。（ 検査費用や予約方法については、 各委託機関にお問合せく ださ い）  

 

 ● 変更理由 

   下記のと おり 厚生労働省や国立がん研究センタ ーなどから 、 内視鏡検査の対象年齢や実施頻度

に関するエビデンスが示さ れており 、 こ れら のエビデンスを踏まえ、 内視鏡検査の取扱いを変

更いたし ます。  

  医学的エビデンスについて 

  ・ 厚生労働省      ： 胃部内視鏡は５ ０ 歳以上「 ２ 年に１ 回」 を基本と する。  

  ・ 国立がん研究センタ ー ： 胃部内視鏡は「 ２ 年に１ 回」 の実施を推奨。  

・ 日本消化器がん検診学会  ： 検査間隔を延ばし ても 死亡率減少効果は保たれ、 偶発的リ スク を抑

えら れるこ と から 、 ５ ０ 歳以上「 ２ 年に１ 回」 と し た。  

( 注) 偶発的リ スク と は: 検査中に意図せず発生する合併症を指し 、

主に出血、 穿孔、 感染などの消化管損傷や

全身反応を指す 

  ・ 日本胃癌学会     ： 毎年の内視鏡検査は推奨し ておら ず、５ ０ 歳以上「 ２ 年間隔の健診」

が標準。  

●お問い合わせ先：℡０３－３４０４－６８１１　健康診断センター


